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取り組みの地道な積み重ねが収納率の向上に

公共・福祉サービスの在り方について
今後も引き続き検討

新たな付加価値のある商品開発が実現

　歳入では、収納率向上のための取り組みについ
て、税、料の一括収納体制、滞納事案によるグルー
プ制での対応、滞納整理室を併設し差し押さえ後
のインターネット公売、新潟県地方税徴収機構へ

の参加、納税相談員の配置、夜間納
税相談の実施など、地道な積み重
ねが向上に結び付いているものと
捉えているとのことでした。
　歳出では、平成26年度の国県要
望の採択状況と決定額について、
国に対しては41件中27件が採択さ
れ、約57億８千万円。県に対しては

109件中14件が採択され、約４億５千万円となっ
たとのことでした。
　また、ハイパーＱＵ心理検査の成果について、
児童生徒の個々の状況が把握できたことから、
ちょっと心配な場合はすぐに教育相談ができ、い
じめや不登校の未然防止に役立っている。また、
学級づくりの課題を改善していくための指針と
なっているとのことでした。
　また、救急車の台数について、現在の６台は消
防力の整備指針通りであり、十分と考えており、全
てが出払い、７台目が必要となった事例はないと
のことでした。

　一般会計、総務費では、公共交通のサービス
拡大について、行政のサービス提供には一定の
限度が必要であり、広域的な整備は県の役割で
あると認識しているが、今後も公共交通の在り

方を検討していくとのことでした。
　民生費では、生活保護につい
て、国の基準により適正に実施し
ているが、今後も生活保護費の約
半分を占める医療扶助費の抑制と
支援の在り方の精査を行っていく
とのことでした。
　衛生費では、かんきょう庵の利
用状況について、リニューアル後、

幅広い年代が利用しており、来館者が昨年度同
期より1000人程度増えたとのことでした。
　土木費では、市営住宅について、新規建設や
エレベーター設置の予定はないが、高層階での
生活が困難な入居者から相談があれば、低層階
への転居等を促しているとのことでした。
　教育費では、東京オリンピック・パラリンピッ
クの聖火台について、火焔型土器の採用を目指
して今後も活動していくとのことでした。
　国民健康保険事業特別会計では、国保税の滞
納者について、他の税等も滞納しているケース
が多いことから、収納課と連携して納税相談お
よび滞納処分を行っていきたいとのことでした。

　一般会計、総務費では、捜索活動支援施設クラ
フトメンズ・イン・カジについて、宿泊滞在型の施
設であり、日常的に開放はしていないが、地元に
開かれた施設とするためイベント等の機会に地
元の方と交流していきたいとのことでした。

　農林水産業費では、６次産業化
取組支援事業補助金について、
ハードウエア、ソフトウエアの購入
やデザインなどが新たな付加価値
を生み出すステップとなり、具体的
にはル レクチェのコンポートが商
品化されたとのことでした。
　商工費では、次世代産業創造プ
ロジェクト事業委託料について、小

型風力発電装置は燕三条地場産業振興センター
に１基設置している。今はメンテナンス中である
が、商品化に向けて引き続き取り組んでいきたい
とのことでした。
　土木費では、木造住宅耐震化事業費について、
耐震診断後、実際に工事したか追跡はしていな
いが、診断された数値によっては改修費を補助し
ている。また、耐震性のない部屋で災害に遭う可
能性があるため、建物全体の耐震を推奨している
とのことでした。
　水道事業会計では、定員適正化や漏水対策に
よる有収率向上などについて、今年度策定する５
カ年程度の新たな経営計画の中で検討していき
たいとのことでした。
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